
2013年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：野中正見（独立行政法人海洋研究開発機構地

球環境変動領域）

研究業績：太平洋における経年から十年スケール変動

に関する海洋数値モデルを用いた研究

選定理由：最大の大洋である太平洋において，様々な

海流や温度・塩分などの性質がどのように変動し，

それはどういったメカニズムに因るものかを明らか

にすることは，気候システムにおける海洋の役割を

議論する上で重要な研究テーマである．これらの問

題に対して，野中正見氏は海洋数値モデルを用いて

多くの重要な研究を行ってきた．

まず野中氏は，熱帯太平洋の十年規模変動につい

て，それまで重要と考えられていた中緯度北太平洋

起源の水温偏差は，北太平洋低緯度の渦位の壁に阻

まれて熱帯までは伝播し得えず，逆に南太平洋亜熱

帯起源の水温伝播が赤道域の水温に影響を与え得る

ことを示した．また，水温偏差の水平移流以外にも

亜熱帯セルと呼ばれる南北鉛直循環の寄与が重要で

あること，そして中緯度の海上風の変化も赤道水温

に影響を与えることを示した．これらの成果は，降

水分布の持続的変動を介して熱帯から中緯度の広い

範囲の大気循環に影響を与え得る熱帯太平洋の変動

を理解する上で重要な貢献である．

次に野中氏は，黒潮続流・亜寒帯前線域の変動メ

カニズムの解明に向けた研究に取り組んだ．この海

域は，十年規模変動の振幅が特に大きく，大気への

熱的強制の観点からも重要と考えられている．野中

氏は，約10kmという非常に高い水平解像度を持つ

渦解像海洋大循環モデルを観測された大気強制の下

で50年間積分した実験結果を用いて，黒潮続流前線

と亜寒帯前線という二つの海洋前線の南北移動によ

り持続的な強い水温偏差が生じること，そしてこの

変動に海洋渦と海洋ジェットとの相互作用が関わっ

ていることを初めて明確に示した．さらに，これら

海洋前線の変動には，海上風変動により北太平洋中

央部で励起され，数年かけて伝播してくる海洋ロス

ビー波が重要であり，これに基づく黒潮続流流速の

有意な予測が３年程度のリード時間で可能なこと

を，海洋分野では先駆的な渦解像モデルによるアン

サンブル実験によって明らかにした．海洋ロスビー

波の線形的な伝播を仮定した予測可能性の議論は従

来からなされてきたが，海洋の内在的変動が強い渦

解像モデルを用いても，非線形性が重要な黒潮続流

になお数年の予測可能性があることを野中氏は世界

で初めて示したのである．これらの研究により，非

常にダイナミックな黒潮・親潮システムがどのよう

に変動するのかが明らかとなった．

上記以外にも野中氏は，太平洋の水塊変動や地形

により生じる空間規模の比較的小さな風分布が海洋

循環をどのように駆動するのかという問題について

も優れた研究を行っている．このように，海洋数値

モデルを用いた太平洋の変動研究において，野中氏

は世界的にも抜きん出た貢献を成し遂げてきた．野

中氏の海洋物理学における研究は，熱帯から中緯度

にわたる広範な太平洋の海洋変動を包括的に理解す

る上で重要な成果を挙げており，気象学，とりわけ

気候力学の発展・向上に大きな影響を与えている海

洋循環力学の研究を格段に発展させたものと認めら

れる．

以上の理由により，日本気象学会は野中正見氏に

2013年度堀内賞を贈呈するものである．
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受賞者：横田達也（独立行政法人国立環境研究所地球

環境研究センター衛星観測研究室）

研究業績：温室効果ガス観測技術衛星「いぶき

（GOSAT）」プロジェクトの推進

推薦理由：温室効果ガス観測技術衛星GOSATは，

主要な温室効果ガスである二酸化炭素とメタンのカ

ラム平均濃度の全球分布を計測するとともに，大気

輸送に関するインバース解析により正味の全球二酸

化炭素吸収排出量を推定することを目的としてい

〝天気"60．8．

642

 

20



る．GOSATは，国立環境研究所，環境省，宇宙航

空研究開発機構の３者の共同プロジェクトとして推

進され，2009年１月に宇宙航空研究開発機構により

成功裏に打ち上げられ，世界初かつ唯一の温室効果

ガス観測専用の衛星として，現在まで順調に観測を

継続している．

横田達也氏は，計測工学の専門家として，2004年

よりGOSATのデータ処理アルゴリズムの開発な

どを担当し，2006年からは，国立環境研究所

GOSATプロジェクトのリーダーの任に就き，同研

究所が担当する高次プロダクト作成アルゴリズムの

開発，データ処理運用システムの開発・運用，検証

計画の立案・実施，サイエンスチーム事務局等の活

動を牽引してきた．また，同研究所と米国ジェット

推進研究所（JPL）間で技術協力に関する合意書を

2009年に取り交わし，当時OCO（Orbiting Carbon
 

Observatory）衛星の開発研究に当たっていた JPL

との研究協力を強力に推し進めた．

これらの活動を通して，GOSATによる二酸化炭

素およびメタンのカラム平均濃度であるレベル２，

レベル３プロダクトをはじめ，インバースモデルを

用いた全球正味二酸化炭素吸収排出量マップ，全球

３次元の二酸化炭素空間分布などのレベル４プロダ

クトの作成を主導し，2012年12月までに標準プロダ

クトとして公式に一般公開した．これらのプロダク

トは，世界で初めて，衛星観測による温室効果ガス

濃度データを活用して全球の二酸化炭素収支を推定

したものであり，地上観測データを得ることのでき

ない地域での観測を可能にするGOSATの有用性

を実証したという重要な意義をもつ．

このように，計測工学，とりわけ分光スペクトル

解析の専門家としての経験を活かした，GOSATプ

ロジェクトの推進に関わる横田氏の業績は，特に地

球温暖化原因物質の動態の理解と将来予測の精緻

化，温暖化対策評価などに不可欠な温室効果ガスの

衛星観測データ・プロダクトの提供という工学的側

面から，気象学との境界領域の研究を著しく発展さ

せ，気象学における炭素循環研究の進展に大きく貢

献したものと認められる．

以上の理由により，日本気象学会は横田達也氏に

2013年度堀内賞を贈呈するものである．
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